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特集　女児生殖器・会陰部関連疾患のすべて
新生児卵巣囊胞  高 安 　 肇
卵巣腫瘍（胚細胞性腫瘍） 米 田 光 宏
卵巣腫瘍：性索間質性腫瘍  橋 詰 直 樹
卵巣腫瘍（表層上皮性・間質性腫瘍） 西 村 雄 宏
卵巣子宮内膜症（チョコレート囊胞） 森　禎三郎
卵巣膿瘍  靍 　 知 光
多囊胞性卵巣症候群  岩 佐 　 武
正常卵巣捻転症  関　千寿花
傍卵巣囊腫  浅 井 芳 江
卵巣滑脱型鼠径ヘルニア  久 山 寿 子
卵巣広汎性浮腫（massive ovarian edema） 杉 山 彰 英
卵巣保存（卵子保存・卵巣組織保存） 高 江 正 道
Mayer‒Rokitansky‒Küster‒Hauser症候群  矢 野 圭 輔
OHVIRA（obstructed hemivagina and ipsilateral  

renal agenesis）症候群  今 治 玲 助
人工子宮  齋 藤 昌 利
尿道脱  矢 内 俊 裕
泌尿生殖洞遺残症  吉 野 　 薫
膣原発腫瘍  狩 野 元 宏
腟閉鎖  長谷川雄一
思春期前片側陰唇肥大  幸 地 克 憲
会陰部 fibroepithelial polyp  金 森 　 豊
会陰部裂傷  星 　 玲 奈
陰唇癒合  黒 田 達 夫
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◇あとがき◇
　学術集会を主催しました。非常に大切な経験
となりました。主題は「天に星，地に花，人に
愛～きみの想いを子どもたちのために～」とし
ました。普段は臨床，研究，教育ですが，それ
以外のさまざまなスキルを必要としました。ま
ずは，プログラムの作成です。上級演題の責任
者を決めて，それぞれに構成を考えていただき
ました。要望演題は，鼠径ヘルニア，臍ヘルニ
ア，急性虫垂炎など，少子化の影響を受けてい
る施設や少人数施設でも出しやすいものにしま
した。特別講演は「日本の医学の将来と小児外
科」として，日本の医学の方向性の決定に関
わっている方々にご講演をいただきました。文
化公演はテレビのプロデューサーにお願いしま
した。次に，お金の工面をしました。なるべく
会場費の安い施設を選定しました。医薬品業界
や医療機器業界は学術集会に援助をしない傾向
にあります。それでも多くの企業・団体のご協
賛を得ることができました。非常に感謝してい
ます。わたしの卒業大学の外科は一外科となっ
ていて，そちらに寄付をお願いしたところ，多
くの先輩，同級生，後輩からの寄付をいただき
ました。寄付依頼が寄せられる多くの学術集会
のなかでも，今年度でダントツの寄付金額とな
りました。ありがとうございます。非常に多く
の演題登録があり，査読を多くの先生がたにお
願いしました。海外からの演題の査読はわたく
しが担当しました。口演とポスターを分類して
から，プログラムの再構成を行い，タイムテー
ブルを作成しました。当日の運営担当の構成や
選定は医局員に一任しました。本学の感染症
科，形成外科の先生がたにもご講演いただき，
非常に好評でした。全体を通じて，若い先生が
たの意気込みを感じました。学術集会はこれか
らも小児外科の発展のために必要不可欠である
ことを再確認しました。
　本号の特集は「異物の診断と治療」です。皆
様の日々の診療の一助となれば幸いです。

 （浮山越史）
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